
第４回 武雄市まち・ひと・しごと創生推進懇話会次第 

 

日時：平成２９年５月３０日（火） 

１０：００～１１：２０ 

場所：３階会議室 

＜出席委員＞ 

北川副市長、五十嵐（佐賀大学）、大草（佐賀県庁）、松田（代表区長）、梶川（武雄商工会議所）、

山口（佐賀県農協）、横尾（佐賀新聞社）、山口（ハローワーク武雄）、真谷（武雄金融協会）、 

土井（商工会）、江口（観光協会）、武富（連合佐賀）、中村（市民団体）、片渕（青年会議所） 

 

※欠席：江越（眉山の森保全の会）、西田（女性ネットワーク） 

 

＜事務局＞ 

企画課（松尾課長、朝重係長、永尾）、商工課（秋月課長、山下）、観光課（山口課長、古田係長）） 

 

１  開会 

【松尾課長】 出席のお礼。会長へ議事進行依頼 

 

議事に入る前に一言あいさつ 

【北川副市長】 H27.10 月に総合戦略策定。期間は 5 ヶ年。H28 年度は加速化交付金を活用した事

業を行った。総合戦略及び交付金事業についてさまざまな意見を頂戴したい。 

２ 議題 

（１）武雄市まち・ひと・しごと創生総合戦略の中間報告 

        及び地方創生加速化交付金事業報告について 

総合戦略概要及び KPI進捗状況について、企画政策課永尾より報告。 

加速化交付金事業について、商工課山下、観光課古田係長よりそれぞれ報告。 

【五十嵐】①企業誘致数 2社の雇用状況は？②韓国からの入込はオルレが大半か？ 

③移住者の形態は？（新築、空き家入居等）④CSO提案型共同創出事業の具体的内容は？ 

  【永尾】別紙資料をもとに回答。 

【五十嵐】CSO提案型共同創出事業の提案内容について、基本目標（ほどよい田舎で楽しく暮らす環

境をつくる）に見合うものであるか。 

加速化交付金事業の内容と目標がどれくらいダイレクトにリンクしているか。 

目標に対して加速化交付金事業の直接的な影響がどうなのか。 

保養村の利用者にアンケートをとる等して、入込客数以外の要素で評価すべきでは。 

すべての項目（指標）について、要因の分析が必要。 



 

【松田】 ①図書館入館者減の理由は？②図書館で外国人を呼び込む取組みがあるか？ 

  【松尾】①視察減、リピーター減、登録更新減 

②こども図書館では 365日大小様々なイベントや講座を実施予定。 

       また、オルレＰＲの推進やサイン計画含め検討する。 

【松田】 サカキ、シキミ、ヒサカキについて、宣伝が足りない。 

     売上状況を示してＰＲした方が説得力が増す。 

  【朝重】取組み状況等について説明。 

【五十嵐】佐賀県内就職率について、県内大学で把握しているデータは提供できる。 

【江口】 外国人観光客について、すごく増えてきている。 

誘客だけでなく、アンケートをとるなどして、目的や不満な点など内容の分析をすべき。 

【中村】 外国人観光客の増加は雇用につながっているか？ 

  【古田】宿泊者数のデータであり、雇用との関係は把握できていない。把握に努める 

【梶川】 移住先の内訳は？移住者のうち、ひとり親家族の件数は？ 

  【松尾】山内６、北方６、武内５、橘・若木・東・西各１。 

      ひとり親家族の件数は不明。 

【五十嵐】すべての実績値について、どんな意味をもっているか。どんな効果があったのか。それ

ぞれの数字の意味をクリアにすること。 

【横尾】 まちなみ創造事業について、「まちなかの方々の意識の変化」とは具体的には？ 

     場所は温泉通りか？民間組織での運営とは何を想定しているか？ 

  【山下】クリエイターと直接触れ合い、活動する中で「自分たちにできることは何か」を考え

るきっかけとなった。場所は温泉通りである。 

【横尾】 今回、住民が主体となって活動する意識が高まればとても期待できる。頑張って取り組

んでほしい。 

保養村は、行ってみたいと思わせる要素が欠けている。過去にも芸術村構想というもの

があった。焼き物の産地として発想はとてもよかったが続かなかった。武雄はやきもの

のまちであるので、原点に帰ってアートとの組合せを考えるのはどうか。仕事場がない

と、人（クリエイター等）は来てくれない。 

 

  （２）平成 29年度武雄市の取組について 

【梶川】 来てもらう・住んでもらうまちをつくるに当たり、ひとり親家族への移住支援を充実さ

せてほしい。（例えば住宅賃貸料の補助など） 

【横尾】 体験型観光メニューとは具体的には？ 

  【古田】地域資源の活用を考えている。三夜待、流鏑馬、イノシシなど。 

【横尾】 過去に陶器めぐり温泉祭というものがあった。これも企画はよかったが続かなかった。 



「自分たちのまちは自分たちで」というキーワードはすごく意味のある言葉である。 

観光協会のグレードアップが必要。他の観光協会と比べてスタッフが少なすぎる。独自

性が少ない。 

時間はかかるが民間を育てていくことは重要なこと。 

観光協会の組織充実はまちづくりの特効薬となる。 

韓国語や中国語を話せる人材を育成してはどうか。エージェントに頼まなくても済むし、

新たな雇用にもつながる。 

【江口】 稼げる観光協会を目指したい。体験型・着地型に本腰をいれれば稼げる。 

     第二種旅行業の登録が必要。 

【五十嵐】唐津観光協会のＡＴＡ事業は参考になる。 

【五十嵐】総合戦略５つの目標を結び付けることが大事。すべてがかみあうように。 

 

  （３）その他 

      特に無し 

 

 

３ 閉会 


